
（5） 平成29年4月15日 No.338むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

　就労部会で宗像市・福津市合同企業見学会を１月31日に開催しました。
今回は、古賀市にある北九州古賀病院を見学しました。同病院で雇用さ
れている障がい者は、身体障がい、知的障がい合わせて８人。実際に働
いている様子を見学し、仕事内容や、やりがいについて、直接話を聞く
こともできました。その後の質疑応答では、参加者から病院側へ活発に
質問が出る様子も見られました。就労部会では今後もこのような活動を
継続的に行い、障がい者雇用の理解促進に取り組んでいきます。

■問い合わせ先　福祉課障害者福祉係　▽☎（36）3135
　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽ FAX（36）5856
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５
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。
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取
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史
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催
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２
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／
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５
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が
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＊
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＊
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受
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２
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０
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２
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９
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島
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同
構
成
資
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、
目
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で
資
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点
検
し
て
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と
、
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ル
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に
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な
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て
い
る
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、
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気
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が
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。
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光
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、
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光

客
対
応
と
し
て
、
大
島
観
光
バ

ス
「
グ
ラ
ン
シ
マ
ー
ル
」（
西

鉄
バ
ス
）
の
試
験
運
行
を
４
月

か
ら
１
年
間
実
施
し
て
い
ま

す
。
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。

●
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数
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６
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、
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＊
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、
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●
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＝
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０
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▽
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日
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０
０
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Ｃ
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光
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光
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２
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宗 像 市 障害者自立支援
　　　　　協議会だより
障害者自立支援
　　　　　協議会だより第31回

　障害者差別解消法が平成28年４月１日から施行されました。それを受
けて、市障害者自立支援協議会の中に、新規部会として「権利擁護部会」
を設置し、平成29年２月２日に初めての部会を開催しました。障害福祉
サービス事業所、相談支援事業所、人権擁護委員の代表者で集まって、
権利擁護部会の位置づけ、それぞれが担っている役割の紹介と、障がい
者差別の対応事例について情報共有を行いました。
　権利擁護部会では、障がい者の権利擁護について、連携の取れた継続
的支援を行うための関係機関・団体の連絡調整、情報の共有化を行うと
ともに、個別の事例の実態、現状、課題や問題点の把握を行います。
　また、市障害者差別解消支援地域協議会としての機能を併せ持ち、解
決困難な差別事例への相談対応を行います。
　今後も定期的な情報共有の機会を持ち、障がい者の差別解消に取り組
んでいく予定です。


